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『
長
生
殿
』
訳
注
（
五
）

竹

村

則

行

凡
　
例

［
　
『
長
生
殿
』
本
文
の
底
本
に
は
、
現
在
最
も
流
布
し
て
い
る
徐
朔
方
響
の
校
注
本
を
用
い
た
が
、
厳
密
な
校
訂
を
施
し
た
呉
梅

　
校
本
（
劉
世
桁
『
彙
刻
伝
劇
』
所
収
）
を
始
め
、
次
の
第
二
項
に
掲
げ
る
諸
書
も
随
時
参
照
し
た
。

二
　
本
訳
注
に
当
り
、
出
典
の
確
認
や
本
文
の
解
多
量
に
以
下
の
諸
書
を
随
時
参
照
し
た
が
、
訳
注
の
際
に
は
こ
れ
を
一
々
明
示
し

　
て
い
な
い
。

　
　
　
塩
谷
温
『
国
訳
長
生
殿
』
（
『
国
訳
漢
文
大
成
』
所
収
、
一
九
二
一
二
年
）

　
　
　
徐
朔
方
校
注
『
長
生
殿
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）

　
　
　
曾
永
義
『
中
国
古
典
戯
劇
選
注
』
所
収
『
長
生
殿
』
（
国
家
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）

　
　
　
察
運
長
『
長
生
殿
通
俗
注
釈
』
（
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）

三
　
本
訳
注
で
は
、
主
に
前
記
参
考
書
に
於
て
な
お
瀬
田
の
故
事
出
拠
に
つ
い
て
注
出
す
る
事
に
し
た
。
全
般
的
総
合
的
な
注
に
つ

　
い
て
は
、
康
保
成
・
竹
村
則
行
共
著
『
長
生
殿
箋
注
』
（
中
州
古
賢
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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『
長
生
殿
』
訳
注
（
五
）

四
　
【
曲
牌
名
】
に
続
く
「
唱
」
部
分
の
訳
出
は
、
時
に
こ
の
間
に
挟
ま
れ
る
短
い
科
白
や
白
字
を
も
含
め
て
、
【
ゴ
チ
ッ
ク
文
字
】

　
の
体
裁
で
示
し
た
。
ま
た
、
雪
上
の
扮
装
や
動
作
、
及
び
唱
や
動
作
の
主
体
を
示
す
ト
書
き
の
部
分
は
、
底
本
の
通
り
に
小
字
で

　
示
し
た
。

五
　
訳
語
の
う
ち
、
原
文
の
「
介
」
「
科
」
（
し
ぐ
さ
）
は
、
一
種
の
術
語
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
「
介
」
「
科
」
と
し
て
訳
出
し
た
。

六
　
訳
文
は
、
【
ゴ
チ
ッ
ク
文
字
】
で
示
し
た
「
唱
」
部
分
の
訳
出
を
含
め
、
荘
重
な
韻
文
の
形
式
を
採
ら
ず
、
意
味
内
容
の
解
釈

　
を
重
視
し
つ
つ
、
努
め
て
平
易
な
日
本
文
と
な
る
様
に
留
意
し
た
。
（
「
唱
」
部
分
の
韻
文
訳
出
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
）
そ
れ

　
で
も
、
訳
者
の
誤
解
や
力
量
不
足
に
よ
る
生
硬
な
訳
文
を
免
れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
諸
先
生
の
忌
揮
な
い
御
指
教
を
お
願

　
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

七
　
前
稿
「
『
長
生
殿
』
訳
注
（
一
）
～
（
三
）
」
は
『
中
国
文
学
論
集
』
二
十
六
～
二
十
八
号
（
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
一
九
九

　
七
～
九
九
年
）
に
、
ま
た
同
（
四
）
は
『
文
学
研
究
』
第
九
十
七
輯
（
九
州
大
学
文
学
部
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
訳
載
し
た
。

八
　
本
訳
注
（
五
）
（
第
十
七
～
二
十
駒
）
は
、
一
九
九
八
年
五
月
～
一
九
九
九
年
一
月
に
行
わ
れ
た
九
州
大
学
大
学
院
で
の
『
長

　
生
母
』
演
習
資
料
を
基
に
し
て
、
担
当
の
竹
村
が
改
筆
浄
書
し
た
。
こ
の
間
の
演
習
に
参
加
し
た
助
手
・
院
生
・
研
究
生
は
次
の

　
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
諸
田
龍
美
・
野
田
雄
史
・
黄
　
冬
柏
・
角
田
美
和
・
王
　
展

　
　
　
　
　
薫
　
燕
魏
・
王
　
硫
委
・
垣
見
美
樹
香
・
河
野
真
人
・
土
屋
　
聡
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第
十
七
餉
　
　
合
　
　
囲

（
外
、
末
、
百
薬
、
小
生
が
四
悪
の
蕃
将
に
扮
し
て
登
場
）
「
（
外
）
三
尺
の
大
刀
が
雪
の
よ
う
に
白
く
光
り
、
（
末
）
腰
に
帯
び
た
弓



　
　
が
弓
張
り
月
の
よ
う
に
ぴ
ん
と
張
る
。
（
副
浄
）
葡
萄
の
美
酒
に
酔
っ
て
、
顔
は
嚥
脂
や
血
の
よ
う
に
ま
つ
赤
。
（
小
生
）
　
の
毛

　
　
皮
の
帽
子
に
花
を
添
え
て
、
麗
し
い
出
立
ち
で
あ
る
。
」
（
外
）
我
こ
そ
は
鼻
詰
鎮
東
路
将
軍
の
何
千
年
で
あ
る
。
（
末
）
我
こ
そ

　
　
は
萢
陽
鎮
西
路
将
軍
の
崔
乾
祐
で
あ
る
。
（
副
浄
）
我
こ
そ
は
斜
陽
阿
南
路
将
軍
の
高
秀
巌
で
あ
る
。
（
小
生
）
我
こ
そ
は
萢
陽
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
み

　
　
北
路
将
軍
の
史
書
明
で
あ
る
。
（
そ
れ
ぞ
れ
腰
を
か
が
め
て
見
え
る
科
）
こ
れ
は
こ
れ
は
、
昨
日
東
平
明
王
（
安
里
山
）
の
命
令
で
、

　
　
我
々
の
召
集
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
揃
っ
て
郡
上
の
テ
ン
ト
へ
ご
挨
拶
に
行
く
と
こ
ろ
だ
。
言
い
も
終
ら
ぬ
う
ち
に
、
郡
王

　
　
が
幕
を
あ
げ
て
出
て
こ
ら
れ
た
ぞ
。
（
奥
で
楽
器
を
鳴
ら
し
、
ラ
ッ
パ
を
吹
く
科
）
（
浄
が
軍
装
し
て
、
蕃
族
の
女
と
蕃
兵
を
連
れ
て
登

　
　
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

【
越
調
書
花
擾
四
】
勇
猛
な
軍
隊
を
率
い
て
辺
境
を
守
り
、
こ
の
両
眼
で
し
か
と
胡
と
唐
と
を
見
抜
こ
う
と
す
る
。
　
天
下
の
山
河
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　

掌
中
に
収
め
る
に
は
、
ま
ず
こ
の
東
西
南
北
四
方
の
勇
士
を
う
ま
く
配
置
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
俺
様
安
驚
喜
は
早
に
大
志
を
持
ち
、
ず
っ
と
叛
意
を
抱
い
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
朝
廷
に
あ
っ
て
東
平
郡
王
の
爵
位
を
授
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
り
、
君
寵
も
篤
く
、
富
貴
を
極
め
た
の
で
、
そ
の
思
い
も
止
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
楊
国
忠
の
や
つ
は
俺
と
気
が
合
わ
ず
、
俺

　
　
を
萢
陽
節
度
使
に
出
し
た
が
、
こ
れ
は
却
っ
て
狭
い
籠
か
ら
飛
び
出
し
た
の
が
嬉
し
く
、
正
に
大
事
を
謀
る
の
に
好
都
合
で
あ

　
　
る
。
俺
様
の
部
下
に
は
三
十
二
路
の
将
軍
が
お
り
、
蕃
人
と
漢
人
と
を
併
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
異
な
る
た
め
に
腹

　
　
心
の
部
下
と
し
て
信
任
し
が
た
い
。
そ
こ
で
俺
は
上
奏
し
て
、
蕃
人
の
将
軍
だ
け
を
｝
括
し
て
登
用
す
る
事
に
し
た
。
現
在
の
大

　
　
小
の
将
軍
は
、
み
ん
な
俺
の
一
族
の
者
ど
も
で
あ
る
。
（
笑
う
科
）
全
て
が
俺
の
意
の
な
す
ま
ま
、
誰
は
ば
か
る
事
も
な
い
。
昨

　
　
日
、
彼
ら
を
帷
幕
の
前
に
召
集
し
た
が
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
揃
っ
た
で
あ
ろ
う
。
（
衆
が
謁
見
す
る
科
）
三
十
二
路
の
将
軍
、
見
参
し

　
　
ま
す
。
（
浄
）
将
軍
た
ち
よ
、
楽
に
せ
い
。
（
衆
）
東
平
較
正
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
我
ら
を
召
集
し
た
の
は
、
ど
ん
な
御
命
令
で

　
　
し
ょ
う
か
。
（
浄
）
将
軍
た
ち
よ
、
今
や
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
、
武
芸
の
訓
練
に
絶
好
で
あ
る
。
そ
こ
で
特
に
諸
君
を
召
集
し
、

　
　
共
に
草
原
へ
行
っ
て
、
猟
場
を
包
囲
し
て
、
狩
猟
の
競
争
を
し
た
ら
実
に
面
白
い
で
あ
ろ
う
。
（
衆
）
謹
ん
で
御
命
令
に
従
い
ま
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す
。
（
浄
）
で
は
こ
れ
か
ら
馬
に
跨
り
、
進
軍
す
る
の
だ
。
（
衆
と
共
に
馬
に
乗
る
科
）
（
浄
）

【
胡
擾
四
犯
】
紫
の
手
綱
を
軽
〈
引
き
、
（
合
唱
）
両
手
で
　
紫
の
手
綱
を
軽
く
引
き
、
ひ
ら
り
と
馬
に
と
び
乗
り
、
甲
の
ひ
も
を
引
き

締
め
る
。
（
行
進
す
る
科
）
軍
旗
が
雲
の
よ
う
に
き
ら
め
き
、
画
か
れ
た
龍
頭
が
急
に
動
い
て
、
天
ま
で
駆
け
上
ろ
う
と
す
る
。
我
が
軍

は
奇
門
の
戦
術
に
よ
っ
て
九
連
環
の
陣
型
を
敷
き
、
眼
前
の
中
原
の
唐
朝
ぐ
ら
い
、
俺
様
の
屈
強
の
蕃
兵
に
と
っ
て
は
何
で
も
な
い
こ

と
を
見
て
取
る
。
（
衆
が
四
方
に
立
ち
、
浄
が
指
示
す
る
科
）
こ
の
将
兵
は
身
体
が
頑
丈
だ
。
あ
の
将
兵
は
武
装
が
堅
固
だ
。
こ
の
将
兵

は
荒
っ
ぽ
い
縮
れ
毛
に
わ
し
鼻
。
あ
の
将
兵
は
鋭
い
鷹
の
眼
に
胡
人
の
顔
。
こ
の
将
兵
は
弓
を
満
月
の
よ
う
に
ぱ
ん
ぱ
ん
に
引
き
絞
る

こ
と
が
で
き
る
。
あ
の
将
兵
は
鉄
鎚
を
流
星
の
よ
う
に
ぶ
る
ん
ぶ
る
ん
と
振
り
回
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
将
兵
は
鎗
を
カ
シ
ャ
カ

シ
ャ
と
風
を
切
っ
て
聞
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
の
将
兵
は
剣
を
シ
ャ
ラ
シ
ャ
ラ
と
雨
が
降
る
よ
う
に
振
り
回
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
将
兵
は
、
実
に
山
奥
か
ら
出
て
き
た
猛
虎
の
よ
う
に
、
英
雄
た
る
こ
の
天
可
汗
（
安
園
山
）
の
威
光
を
輝
か
せ
る
の
だ
！

（
衆
が
行
進
す
る
科
）
（
合
唱
）
軍
威
を
振
る
っ
て
、
太
鼓
が
ド
ン
ド
ン
と
鳴
り
、
魂
も
か
き
消
え
る
程
。
陣
列
を
並
べ
、
角
笛
の
音
色

が
ゆ
っ
た
り
響
き
、
人
馬
は
疾
走
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
進
ん
だ
り
。
こ
の
人
馬
の
動
き
に
較
べ
れ
ば
、
雷
電
と
て
何
程
の
こ
と
が
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
で

う
。
ま
こ
と
に
海
原
が
沸
き
返
り
、
河
川
が
逆
流
す
る
勢
い
で
あ
る
。
た
と
え
銅
の
壁
、
鉄
の
曼
で
あ
っ
て
も
、
ど
う
し
て
破
れ
な
い

で
あ
ろ
う
、
破
れ
な
い
難
関
な
ど
あ
る
も
の
か
。
（
浄
〉
こ
こ
は
平
坦
で
広
々
と
し
た
草
原
な
の
で
、
こ
こ
を
狩
場
と
し
て
、
狩
猟
を

し
よ
う
。
（
浄
が
蕃
人
の
女
と
共
に
高
所
に
立
ち
、
衆
は
狩
場
を
囲
ん
で
、
狩
猟
を
し
つ
つ
退
場
）
（
浄
）
こ
こ
に
、
こ
こ
に
狩
場
を
設
け
、

四
方
か
ら
獲
物
を
追
い
立
て
る
、
追
い
立
て
る
。
馬
蹄
は
は
つ
ら
つ
と
し
て
、
つ
む
じ
風
の
よ
う
に
躍
動
し
、
弓
を
絶
え
ず
固
く
引
き

絞
っ
て
矢
を
急
ぎ
放
つ
。
ま
も
な
く
す
る
と
、
草
原
を
駆
け
ま
わ
る
兎
や
鹿
は
逃
げ
場
を
失
っ
て
、
身
動
き
も
な
ら
ず
、
そ
の
場
に
う

ず
く
ま
る
。
（
衆
が
鳥
や
獣
を
射
な
が
ら
登
場
）
（
浄
）
鷹
と
犬
を
放
て
。
（
衆
が
応
じ
て
、
鷹
と
犬
を
放
つ
科
。
駆
け
て
退
場
）
（
浄
）
や
あ
や

あ
や
あ
、
一
方
で
す
ば
や
く
天
を
つ
か
む
鷹
を
空
に
放
ち
、
一
方
で
は
雲
に
乗
っ
て
走
る
俊
足
の
猟
犬
を
放
っ
て
、
獲
物
の
行
く
手
を

さ
え
ぎ
る
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
、
獲
物
の
山
、
ま
た
山
。
（
衆
が
登
場
し
、
獲
物
を
献
上
す
る
科
）
東
平
早
早
に
申
し
上
げ
ま
す
。
諸
将

4
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軍
よ
り
獲
物
を
献
上
致
し
ま
す
。
（
浄
）
獲
物
の
鳥
や
獣
は
兵
士
ど
も
に
分
け
与
え
よ
。
こ
の
丘
の
上
で
、
人
馬
を
少
し
休
ま
せ
る
の

だ
。
み
ん
な
で
生
肉
を
爽
り
、
酒
を
温
め
、
女
ど
も
に
歌
い
踊
ら
せ
、
と
こ
と
ん
楽
し
む
の
だ
。
（
衆
）
承
知
し
ま
し
た
。
（
皆
が
席
に

つ
き
、
蕃
人
の
女
が
浄
に
酒
を
つ
ぎ
、
衆
は
抜
刀
し
て
肉
を
切
り
、
酒
壼
か
ら
酒
を
つ
い
で
、
大
い
に
飲
み
喰
ら
う
科
）
（
蕃
人
の
女
は
琵
琶
や

渾
不
是
を
弾
き
、
衆
は
太
平
鼓
板
を
打
つ
）
（
合
唱
）
こ
の
美
酒
を
金
盃
に
満
々
と
つ
ぎ
、
金
盃
に
満
々
と
つ
ぐ
。
更
に
毛
の
つ
い
た
ま
ま

の
鮮
血
し
た
た
る
生
肉
を
喰
ら
い
、
笑
い
な
が
ら
蕃
人
の
女
の
赤
い
両
頬
を
抱
き
寄
せ
、
琵
琶
を
ジ
ャ
ラ
ン
ジ
ャ
ラ
ン
と
か
き
鳴
ら

し
、
新
曲
の
菩
薩
蛮
を
唱
う
。
（
浄
が
起
つ
科
）
ひ
と
し
き
り
喰
ら
っ
て
、
酒
フ
山
酔
い
、
肉
も
食
い
飽
き
た
。
日
も
暮
れ
た
し
、
将
軍
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
地
へ
帰
り
、
兵
器
を
整
え
、
軍
馬
を
馴
ら
し
て
、
軍
令
を
待
つ
が
よ
い
。
（
衆
が
応
ず
る
科
）
承
知
し
ま
し
た
。

（
共
に
馬
に
乗
り
、
法
螺
を
吹
き
、
帽
子
を
斜
め
に
か
ぶ
り
、
手
を
振
っ
て
舞
台
を
回
り
、
疾
走
す
る
科
）
命
令
を
聞
き
終
る
と
、
将
軍
た
ち

は
さ
っ
と
身
を
翻
し
て
馬
に
跳
び
乗
り
、
帽
子
を
斜
め
に
か
ぶ
っ
て
、
手
を
軽
や
か
に
振
る
。
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
場
に
帰
っ
て
、
辺
境
を

守
備
す
る
。
将
軍
た
ち
は
旗
さ
し
物
を
並
べ
、
戦
車
の
装
備
を
整
え
、
命
令
一
下
、
凶
暴
な
力
を
如
何
な
く
発
揮
し
、
た
め
に
天
も
く

だ
け
散
り
、
地
も
波
打
つ
で
あ
ろ
う
。
将
軍
た
ち
は
漁
陽
（
安
曇
山
）
を
じ
っ
と
注
視
し
て
お
り
、
一
た
び
命
令
が
下
れ
ば
、
矢
が
放

た
れ
た
よ
う
に
争
っ
て
戦
場
に
駆
け
つ
け
、
漁
陽
が
自
分
を
忠
誠
あ
ふ
れ
る
将
軍
と
し
て
選
ん
で
く
れ
る
の
を
待
つ
。

　
　
（
衆
が
退
場
）
（
浄
）
見
て
み
ろ
、
四
方
八
方
の
蕃
人
の
将
軍
は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
人
馬
共
に
強
壮
で
あ
り
、
俺
様
の
羽
翼
の
助
け

　
　
は
も
う
十
分
だ
。
（
笑
う
科
）
唐
の
天
子
よ
、
唐
の
天
子
よ
。
あ
ん
た
は
ど
う
し
て
俺
に
か
な
う
も
の
か
。

【
臓
器
】
唐
朝
が
知
ら
ぬ
間
に
、
俺
は
ま
ず
あ
の
邪
魔
者
の
漢
人
の
将
軍
を
追
放
し
、
策
謀
の
下
に
、
こ
の
股
肱
の
蕃
族
の
将
軍
を
密

か
に
補
強
し
た
。
華
清
宮
で
の
玄
宗
の
里
下
雨
衣
曲
が
演
奏
し
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
こ
の
俺
様
の
漁
陽
の
勇
将
た
ち
が
攻
め
太
鼓
を
鳴

ら
し
て
謀
叛
を
起
こ
す
で
あ
ろ
う
。

六
州
の
蕃
人
の
将
軍
が
軍
馬
に
乗
っ
て
行
軍
し
、

醇
　
　
逢
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軍
馬
が
広
大
な
漢
の
天
地
に
い
な
な
い
て
い
る
。

馬
は
羽
が
生
え
た
よ
う
に
風
を
打
ち
、
戦
闘
が
開
始
さ
れ
、

流
血
で
、
山
河
は
た
ち
ま
ち
見
渡
す
か
ぎ
り
真
っ
赤
に
染
ま
る
。

劉
　
禺
錫

酪
　
賓
王

胡
　
　
曾

4
2

　
　
注

（
1
）
原
文

（
2
）
原
文

（
3
）
原
文
「
観
望
」
…
勇
猛
な
軍
隊
。
『
西
廟
記
』
第
二
本
の
懊
子
に
、
杜
将
軍
曰
く
、
「
羨
威
統
百
万
貌
豹
、
坐
安
辺
境
」
と
。

「
迭
辮
」
…
う
ま
く
配
置
す
る
。
「
梧
桐
雨
」
第
二
折
に
「
嘱
解
像
福
音
院
莫
怠
慢
、
道
与
像
教
坊
高
鍋
迭
辮
」
と
。

「
匝
耐
楊
国
忠
那
厩
、
与
哨
不
合
」
…
「
梧
桐
雨
」
庶
子
に
、
「
巨
奈
楊
国
忠
這
厩
、
好
生
無
礼
」
と
。

第
十
八
餉
　
　
夜
　
　
怨

【
正
{
引
子
】
【
破
斉
陣
】
【
破
陣
子
頭
】
（
旦
が
登
場
す
る
）
天
子
の
深
い
御
寵
愛
は
な
か
な
か
忘
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
歓
楽
の
情
は
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
ら
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し
ど
り

や
か
で
格
別
に
い
と
お
し
い
。
　
【
斉
天
白
】
天
子
と
私
は
、
あ
た
か
も
並
ん
で
泳
ぐ
比
目
魚
か
、
並
ん
で
眠
る
鴛
鳶
か
、
恩
愛
の
情
が

少
し
で
も
揺
ら
ぐ
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
　
【
破
陣
子
尾
】
た
だ
恐
れ
る
の
は
、
浮
雲
が
風
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
。
あ
の
あ
だ

花
（
梅
妃
）
が
こ
の
私
と
日
ご
と
艶
麗
を
競
う
の
を
ど
う
し
た
も
の
か
、
毎
日
心
配
で
な
ら
ぬ
。

　
　
【
清
平
楽
】
「
私
は
御
簾
を
捲
き
あ
げ
て
じ
っ
と
黙
り
こ
む
。
千
々
に
乱
れ
る
こ
の
愁
い
を
一
体
誰
が
知
ろ
う
。
私
が
恐
れ
る
の

　
　
は
、
春
の
光
の
よ
う
な
君
恩
に
定
め
が
な
く
な
り
、
知
ら
ぬ
間
に
愛
情
を
か
き
乱
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
。
今
も
心
中
に
疑
っ
て
み

　
　
た
が
、
天
子
の
御
行
跡
が
日
頃
と
全
く
違
う
の
で
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
。
天
子
は
一
体
ど
ち
ら
へ
お
出
か
け
な
の
か
。
私
は
日
暮

　
　
れ
の
宮
殿
に
寂
し
く
お
帰
り
を
待
つ
の
み
。
」
私
は
楊
玉
壷
、
久
し
く
天
子
の
御
恩
顧
を
受
け
、
天
子
と
情
愛
で
結
ば
れ
て
お
り



　
　
ま
す
。
と
こ
ろ
が
が
ま
ん
な
ら
な
い
こ
と
に
、
梅
の
妖
精
の
江
采
頻
が
私
と
張
り
合
お
う
と
し
ま
す
。
う
ま
い
こ
と
に
、
彼
女
は

　
　
御
意
に
逆
ら
っ
た
の
で
、
天
子
は
彼
女
を
上
陽
宮
の
東
楼
に
移
し
ま
し
た
。
た
だ
心
配
な
の
は
、
江
采
頻
が
逆
転
の
計
略
を
め
ぐ

　
　
ら
す
こ
と
。
天
子
は
梅
妃
と
の
旧
情
を
お
忘
れ
で
な
い
の
で
、
私
は
常
に
用
心
し
て
い
ま
す
。
お
お
、
江
采
薮
よ
、
江
采
頻
、
こ

　
　
れ
は
私
が
あ
な
た
を
容
認
で
き
な
い
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
私
が
あ
な
た
を
受
け
入
れ
る
と
し
て
も
、
あ
な
た
は

　
　
恐
ら
く
私
を
承
知
し
な
い
で
し
ょ
う
。
天
子
は
今
朝
早
く
朝
廷
へ
お
出
か
け
に
な
り
、
日
も
暮
れ
た
の
に
、
ま
だ
お
帰
り
に
な
り

　
　
ま
せ
ん
。
私
は
し
き
り
に
爆
心
や
念
奴
に
事
情
を
探
り
に
行
か
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
心
情
は
何
と
も
や
り
き
れ
ま
せ
ん
。

【
仙
ｲ
過
曲
】
【
風
雲
会
四
朝
元
】
【
四
位
元
頭
】
線
香
は
燃
え
尽
き
、
深
宮
は
臼
が
暮
れ
る
。
私
は
飾
り
窓
を
何
度
も
開
け
て
、
錫
翠
の
御

簾
を
高
く
捲
き
あ
げ
、
穴
の
あ
く
ほ
ど
眼
を
こ
ら
し
て
天
子
の
お
帰
り
を
待
ち
焦
が
れ
る
。
い
つ
も
な
ら
こ
の
時
分
、
い
つ
も
な
ら
こ

の
時
分
、
　
【
会
河
陽
】
天
子
は
と
っ
く
に
西
宮
へ
お
帰
り
に
な
り
、
手
を
取
り
、
肩
を
並
べ
、
　
【
両
朝
元
】
部
屋
の
窓
に
花
の
影
が
揺

ら
ぎ
、
喜
色
満
面
で
、
　
【
駐
雲
飛
】
満
ち
溢
れ
る
歓
楽
に
浸
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
に
。
ち
つ
、
今
夜
は
ど
う
し
た
こ
と
か
、
　
【
［
江

風
】
我
が
愛
し
い
人
は
、
タ
暮
れ
に
な
っ
て
も
お
帰
り
に
な
ら
ぬ
。
（
奥
で
鵬
寄
が
”
天
子
の
お
出
ま
し
”
と
叫
ぶ
介
）
（
旦
が
驚
い
て
見
る

介
）
や
つ
、
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
（
見
る
介
を
す
る
）
へ
っ
、
何
と
　
鵬
嵜
の
巧
言
が
、
恋
に
煩
い
悩
む
こ
の
私
を
だ
ま
し
お
っ
た
。

【
四
朝
元
尾
】
私
は
是
非
も
な
く
、
う
ろ
つ
い
た
り
、
た
た
ず
ん
だ
り
し
て
、
思
い
あ
ぐ
ね
て
欄
干
に
も
た
れ
る
ば
か
り
。

　
　
（
老
恥
が
登
場
）
「
聞
け
ば
、
君
王
は
前
殿
に
お
泊
り
に
な
る
の
で
、
こ
ち
ら
で
は
陛
下
を
迎
え
る
赤
い
提
灯
を
撤
収
し
た
と
の
こ

　
　
と
。
」
（
会
う
介
）
貴
妃
様
に
申
し
上
げ
ま
す
。
陛
下
は
既
に
睡
夢
西
陣
に
お
泊
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
旦
が
呆
然
と
な
る
介
）
そ
ん

　
　
な
事
が
！
　
（
泣
く
介
）

【
前
腔
】
君
王
の
情
愛
の
何
と
浅
は
か
な
こ
と
。
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
人
の
気
も
知
ら
な
い
で
。
待
つ
身
の
私
は
夜
の
お
化
粧
を
落
す

の
も
お
っ
く
う
で
、
灯
芯
を
切
っ
て
明
る
く
す
る
の
も
つ
ら
い
。
君
王
が
い
ら
し
て
共
に
談
笑
す
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
の
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

以
前
は
豪
華
な
宴
席
で
、
以
前
は
豪
華
な
宴
席
で
、
名
月
の
下
に
酒
盃
を
重
ね
、
枕
を
重
ね
て
同
じ
夢
を
見
、
二
人
は
い
つ
も
運
命
を

4
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共
に
し
、
心
も
一
つ
で
決
し
て
別
れ
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
の
に
、
ど
う
し
た
こ
と
か
陛
下
は
急
に
私
を
遠
ざ
け
ら
れ
る
。
（
老
旦
）
天

子
様
は
今
夜
は
偶
々
お
出
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
故
意
に
遠
ざ
け
ら
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
貴
妃
様
に
は
ど
う
か
悲
嘆
さ
れ

ま
せ
ん
様
に
。
（
旦
）
ち
つ
、
も
し
陛
下
が
心
変
わ
り
さ
れ
た
の
で
な
い
な
ら
、
離
宮
に
お
泊
り
に
な
る
の
に
、
ど
う
し
て
女
官
を

や
っ
て
知
ら
せ
な
い
の
だ
。
　
思
う
に
天
子
様
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
一
人
で
休
ま
れ
た
こ
と
は
な
く
、
一
人
寝
は
お
嫌
い
な
は
ず
。

ど
う
し
て
今
宵
の
天
子
の
枕
辺
に
、
ひ
っ
そ
り
閑
と
し
て
誰
も
添
い
寝
を
し
な
い
、
誰
も
添
い
寝
を
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
貼
が
登
場
）
「
雪
中
の
白
鷺
は
飛
び
上
が
っ
て
初
め
て
見
分
け
が
っ
く
し
、
柳
樹
の
中
の
控
書
は
鳴
い
て
や
っ
と
そ
れ
と
分
る
。
」

　
　
（
会
う
介
）
貴
妃
様
、
翠
華
閣
の
事
を
探
っ
て
参
り
ま
し
た
。
（
旦
）
ど
う
だ
っ
た
の
だ
？
　
（
貼
）
貴
妃
様
、
お
聞
き
下
さ
い
。
私

　
　
め
は
思
し
方
、
【
月
臨
江
】
「
こ
っ
そ
り
と
翠
華
西
閣
へ
行
き
、
夕
暮
れ
ま
で
見
張
っ
て
お
り
ま
す
と
、
急
に
密
旨
が
あ
っ
て
宮
中

　
　
の
太
監
を
使
い
に
出
し
ま
し
た
。
」
（
旦
）
太
監
を
ど
こ
へ
使
い
に
出
し
た
の
だ
？
　
（
貼
）
「
太
監
は
芝
居
用
の
馬
に
鞭
を
く
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

　
　
灯
り
を
消
し
て
野
里
の
宮
女
を
召
さ
れ
ま
し
た
。
」
（
旦
が
急
い
て
尋
ね
る
介
）
ど
の
者
を
召
さ
れ
た
の
か
？
　
（
貼
）
「
東
楼
に
遷
さ

　
　
れ
た
怨
み
深
い
女
、
梅
亭
の
昔
の
お
妃
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
（
旦
が
驚
く
介
）
お
お
、
梅
島
の
こ
と
だ
。
で
、
彼
女
は
来
た
の
か
？

　
　
（
貼
）
「
使
者
は
す
ぐ
さ
ま
そ
の
佳
人
を
取
り
囲
み
、
闇
の
中
を
中
華
閣
へ
と
帰
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
」
（
老
旦
が
問
う
介
）
そ
の
話

　
　
は
確
か
で
す
ね
？
　
（
貼
）
「
探
っ
て
来
た
情
報
は
真
実
の
も
の
で
す
。
」
（
旦
）
え
い
、
天
よ
、
何
と
梅
妃
が
恩
寵
を
復
活
し
た
の

　
　
だ
。
（
黙
っ
て
坐
り
込
み
、
涙
を
手
で
覆
う
介
を
す
る
）
（
老
旦
、
貼
）
貴
下
様
、
ど
う
か
お
嘆
き
な
さ
ら
ぬ
様
に
。
（
旦
）

【
前
腔
】
事
の
次
第
を
聞
い
て
驚
き
ふ
る
え
、
傷
心
の
あ
ま
り
声
も
出
な
い
。
（
涙
す
る
介
）
陛
下
の
こ
れ
ま
で
の
御
厚
情
と
御
恩
顧
と

を
、
私
は
流
れ
る
涙
に
托
し
て
天
に
訴
え
る
。
思
え
ば
、
二
人
が
始
め
て
契
り
を
固
め
た
と
き
、
二
人
が
始
め
て
契
り
を
固
め
た
と

き
、
記
念
に
賜
っ
た
金
銀
の
よ
う
に
二
人
は
い
つ
も
相
並
び
、
螺
鋼
の
小
箱
の
よ
う
に
二
人
は
ず
っ
と
円
満
で
あ
り
た
い
と
願
っ
た
も

の
。
そ
れ
な
の
に
思
い
も
よ
ら
ず
、
陛
下
が
こ
う
も
急
に
心
変
わ
り
な
さ
る
と
は
。
　
ど
う
せ
私
に
非
が
あ
る
の
な
ら
、
ち
つ
、
そ
の

罪
状
を
つ
げ
て
ほ
し
い
。
な
の
に
、
ど
う
し
て
陛
下
は
、
寒
い
冬
に
咲
く
梅
の
花
に
暖
か
い
春
風
を
そ
そ
が
れ
る
の
か
。
道
理
で
、
陛

4
4



下
の
御
身
は
こ
ち
ら
側
で
も
、
そ
の
心
は
別
院
に
あ
っ
た
の
だ
。
嘘
の
情
愛
で
私
を
ご
ま
か
し
隠
し
、
私
を
欺
か
れ
た
の
だ
、
私
を
欺

か
れ
た
の
だ
。

　
　
（
貼
）
貴
書
様
は
ご
存
知
な
い
で
し
ょ
う
が
、
私
が
聞
い
た
電
工
の
噂
に
よ
る
と
、
昨
日
天
子
は
華
薯
楼
で
真
珠
一
斜
を
密
か
に

　
　
梅
妃
に
賜
り
ま
し
た
が
、
愛
妃
様
は
そ
れ
を
お
受
け
に
な
ら
ず
、
一
詩
を
返
上
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
詩
に
「
長
門
宮
に
遷
さ

　
　
れ
て
お
化
粧
を
す
る
こ
と
も
な
い
私
に
、
真
珠
な
ど
賜
っ
て
も
何
の
寂
し
さ
の
慰
め
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
っ
た
の
で
、
今
夜

　
　
の
お
召
し
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
（
旦
）
お
、
な
る
ほ
ど
そ
う
だ
っ
た
の
。
私
が
知
る
は
ず
も
な
い
わ
。

【
前
脚
】
梅
妃
が
楼
東
で
多
才
を
書
く
と
、
天
子
は
こ
っ
そ
り
真
珠
を
賜
っ
た
。
二
人
の
情
愛
が
か
く
も
分
ち
難
い
と
は
、
私
の
心
は

知
ら
ず
知
ら
ず
に
切
り
刻
ま
れ
る
。
こ
れ
は
私
の
度
量
が
狭
い
の
で
は
な
い
。
君
王
が
人
を
見
損
な
っ
た
の
が
笑
止
、
君
王
が
人
を
見

損
な
っ
た
の
が
笑
止
。
　
罪
人
上
り
の
下
賎
な
女
を
御
殿
の
お
姫
様
に
す
る
な
ん
て
。
も
と
よ
り
私
は
愚
か
な
豊
津
、
天
子
の
寵
愛
を

争
う
鶯
や
燕
に
は
か
な
わ
な
い
わ
！
　
（
老
婚
）
天
子
様
が
梅
妃
を
お
忘
れ
で
な
い
の
な
ら
、
貴
妃
様
は
ど
う
し
て
御
意
に
合
せ
て
、

梅
妃
を
召
し
帰
そ
う
と
な
さ
ら
な
い
の
で
す
か
。
　
そ
う
す
れ
ば
天
子
様
も
喜
ば
れ
る
し
、
梅
妃
も
恩
知
ら
ず
な
こ
と
は
し
な
い
で

し
ょ
う
。
（
旦
）
え
い
、
そ
の
話
は
お
や
め
。
彼
女
が
天
子
の
愛
情
の
赤
い
糸
に
く
る
ま
れ
て
い
る
の
を
、
へ
っ
、
ど
う
し
て
私
が
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な
　
　

ね
て
く
る
む
必
要
が
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
私
の
よ
う
な
興
ざ
め
な
仲
介
人
で
は
、
か
え
っ
て
彼
女
の
怨
み
を
買
う
だ
け
だ
わ
。
お
前
た
ち

二
人
は
、
私
に
つ
い
て
翠
華
閣
に
お
い
で
。
（
貼
）
与
奪
様
、
お
出
に
な
っ
て
ど
う
さ
れ
る
の
で
？
　
（
旦
）
私
は
あ
ち
ら
へ
行
っ
て
、

梅
妃
が
如
何
に
媚
を
売
り
、
如
何
に
巧
み
に
取
り
入
り
、
次
々
に
天
子
の
情
愛
を
あ
お
り
、
天
子
を
夢
中
に
さ
せ
た
か
を
見
て
や
る
の

で
す
。

　
　
（
貼
）
私
は
、
今
夜
の
翠
書
癖
の
事
が
貴
使
様
に
知
ら
れ
る
の
を
恐
れ
て
い
ま
し
た
。
今
は
真
夜
中
、
天
子
様
は
休
ま
れ
て
い
ま

　
　
し
ょ
う
。
そ
こ
へ
、
貴
言
様
が
急
に
お
出
で
に
な
れ
ば
、
具
合
悪
い
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
貴
妃
様
は
、
今
夜
は
と
り

　
　
あ
え
ず
お
休
み
に
な
り
、
明
日
改
め
て
方
法
を
考
え
ら
れ
る
の
が
良
い
か
と
存
じ
ま
す
。
（
旦
が
黙
り
込
み
、
涙
を
手
で
覆
っ
て
嘆

4
5

『
長
生
殿
』
訳
注
（
五
）



『
長
生
殿
』
訳
注
（
五
）

　
　
く
介
を
す
る
）
え
い
、
わ
か
っ
た
わ
。
で
も
、
今
夜
は
ど
う
し
た
ら
私
を
眠
ら
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
！

【
蛙
声
】
彼
女
は
歓
楽
の
最
中
、
時
が
早
く
過
ぎ
去
る
の
を
恐
れ
、
私
は
こ
の
寂
し
い
宮
殿
の
奥
深
く
、
た
だ
灯
火
に
背
を
向
け
、

の
み
着
の
ま
ま
、
一
人
寝
の
夜
具
に
く
る
ま
る
だ
け
。

着

4
6

遙
か
に
連
な
り
続
く
宮
殿
に
、
時
計
の
音
が
響
き
、

水
を
打
っ
た
よ
う
に
静
か
な
宮
殿
の
夜
空
に
雲
が
な
が
れ
る
。

君
王
の
愛
情
は
絶
え
た
が
、
私
の
涙
の
痕
は
絶
た
れ
る
こ
と
が
無
い
。

私
は
重
…
し
籠
に
斜
め
に
寄
り
か
か
っ
て
、
坐
っ
た
ま
ま
で
夜
を
明
か
す
。

戴温女
島

叔
夏
島
笏
　
阜
居
易

　
　
注

（
1
）
原
文

（
2
）
原
文

「
貝
櫓
錘
啓
処
、
酔
筆
膓
飛
」
…
李
白
「
春
夜
宴
従
弟
桃
花
園
序
」
に
、
「
開
慶
応
以
坐
花
、
飛
羽
膓
導
爆
月
」

「
没
頭
興
」
…
元
・
秦
愚
夫
「
東
掌
裏
」
第
二
折
に
、
「
自
給
去
了
卑
怯
小
量
、
再
忠
興
頭
」
と
。

と
。

第
十
九
餉
　
　
架
　
　
閣

（
丑
が
登
場
）
「
梅
妃
が
上
陽
宮
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
幾
歳
月
、
薄
絹
の
衣
裳
を
し
っ
と
り
濡
ら
し
て
、
涙
は
流
れ
て
止
ま
な
い
。

夜
空
に
は
梅
壷
の
蛾
眉
に
も
似
た
三
日
月
、
あ
ち
ら
の
南
宮
で
は
歌
舞
に
打
ち
興
じ
て
い
る
の
に
、
こ
ち
ら
の
北
宮
は
愁
い
に
閉

ざ
さ
れ
た
ま
ま
。
」
私
は
高
力
士
、
千
年
、
閲
男
へ
使
い
を
奉
っ
た
折
に
、
江
妃
を
選
ん
で
進
上
し
た
と
こ
ろ
、
天
子
は
い
た
く

寵
愛
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
、
生
来
梅
花
を
愛
し
た
の
で
、
「
言
託
」
の
称
号
を
賜
り
、
宮
中
で
は
み
な
「
梅
妃
様
」
と
呼
ん
で



　
　
済
ま
し
た
。
楊
貴
妃
が
入
内
さ
れ
る
と
、
寵
愛
が
日
々
に
奪
わ
れ
、
天
子
は
つ
い
に
梅
妃
を
上
陽
宮
の
東
堺
に
遷
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
と
こ
ろ
が
昨
夜
突
然
、
天
子
は
病
気
に
か
こ
つ
け
て
歪
面
西
閣
に
泊
ら
れ
、
宙
官
に
梅
妃
を
こ
っ
そ
り
連
れ
て
来
る
よ
う
に
お
っ

　
　
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
求
人
に
宮
人
に
厳
命
し
て
、
楊
貴
妃
に
は
決
し
て
知
ら
せ
ぬ
よ
う
に
な
さ
い
ま
し
た
。
私
に
命
じ
て
、
西

　
　
閣
の
前
で
見
張
ら
せ
、
何
人
も
進
入
さ
せ
ぬ
よ
う
に
と
の
こ
と
。
早
や
夜
明
け
時
、
梅
妃
を
送
り
帰
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
私
は

　
　
こ
こ
に
控
え
て
お
り
ま
し
ょ
う
。
（
退
場
す
る
そ
ぶ
り
を
す
る
）
（
旦
が
歩
い
て
登
場
）

【
鱗
ｩ
】
【
酔
花
陰
】
私
は
［
連
中
眠
ら
れ
ず
、
愁
い
に
か
き
乱
さ
れ
、
夜
明
け
前
に
こ
っ
そ
り
や
っ
て
来
た
。
い
つ
も
な
ら
ば
、
朝
日

が
花
木
を
照
ら
す
頃
合
い
、
熟
睡
し
て
目
覚
め
ず
、
布
団
を
か
ぶ
っ
て
眠
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
と
こ
ろ
が
今
日
は
ど
う
し
た
こ
と

か
、
そ
の
私
が
鳳
暦
の
枕
を
慌
て
て
放
り
出
し
て
起
き
た
の
は
、
た
だ
ひ
と
つ
天
子
と
梅
妃
の
事
が
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
た
め
。

　
　
（
丑
が
舞
台
の
一
方
か
ら
こ
っ
そ
り
登
場
し
、
遠
く
を
見
る
科
）
お
や
、
向
う
か
ら
や
っ
て
来
る
の
は
楊
貴
妃
様
だ
。
ま
さ
か
秘
密
が

　
　
漏
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
な
？
　
い
ま
梅
雲
斗
は
七
言
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
に
、
は
て
ど
う
し
た
も
の
か
？
　
（
旦
が
着
く
科
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
み

　
　
（
丑
が
あ
わ
て
て
見
え
る
科
）
高
力
辛
め
が
貴
妃
様
に
お
目
通
り
致
し
ま
す
。
（
旦
）
天
子
様
は
ど
ち
ら
に
？
　
（
丑
）
西
閣
の
中
で

　
　
ご
ざ
い
ま
す
。
（
旦
）
他
に
誰
が
内
に
仕
え
て
お
る
の
か
？
　
（
丑
）
誰
も
お
り
ま
せ
ん
。
（
旦
が
冷
笑
す
る
科
）
で
は
門
を
開
け
て

　
　
私
を
中
に
入
れ
な
さ
い
。
（
丑
が
あ
わ
て
る
科
）
貴
報
様
、
ま
あ
お
掛
け
下
さ
い
。
（
旦
が
坐
る
科
）
（
丑
）
罷
め
、
雪
濁
様
に
申
し

　
　
上
げ
ま
す
。
昨
日
、
天
子
様
は
、

【
南
画
眉
序
】
政
務
に
御
精
勤
さ
れ
た
余
り
に
体
調
を
く
ず
さ
れ
、
雑
事
に
煩
わ
さ
れ
る
の
を
お
厭
い
で
す
。
（
旦
）
天
子
が
御
不
調
と

あ
ら
ば
、
ど
う
し
て
こ
こ
に
お
泊
り
に
な
る
の
で
す
？
　
（
丑
）
天
子
は
清
雅
な
西
閣
を
好
ま
れ
、
こ
こ
で
一
晩
休
息
な
さ
れ
た
の
で

す
。
（
旦
）
西
閣
内
で
天
子
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
？
　
（
丑
）
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
ら
れ
、
精
神
の
疲
れ
を
癒
し
て
お
い
で
で
す
。
（
旦
）

お
前
は
こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
？
　
（
丑
）
門
を
見
張
っ
て
、
人
の
出
入
り
を
さ
せ
な
い
で
い
る
の
で
す
。
（
旦
が
怒
る
科
）
高
力
士
、

お
前
は
こ
の
私
も
入
ら
せ
な
い
つ
も
り
か
い
？
　
（
丑
が
あ
わ
て
て
叩
頭
す
る
科
）
貴
名
様
、
お
怒
り
に
な
ら
ず
に
。
私
は
た
だ
、
君
王
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の
御
命
に
従
っ
て
い
る
だ
け
で
し
て
、
ど
う
し
て
貴
立
様
に
逆
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
！
　
（
旦
が
怒
る
科
）

【
北
聖
遷
鶯
】
ち
つ
、
う
そ
で
言
い
く
る
め
、
ペ
チ
ャ
ク
チ
ャ
と
人
を
だ
ま
す
の
は
お
や
め
。
（
丑
）
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま

し
よ
う
。
（
旦
）
ま
す
ま
す
い
ら
い
ら
し
て
腹
が
立
つ
。
私
に
は
分
っ
て
い
る
の
、
お
前
が
今
日
、
別
の
人
の
事
が
気
に
掛
か
り
、
そ

の
人
の
寵
愛
が
篤
い
の
で
、
私
の
よ
う
な
恩
寵
を
な
く
し
た
者
を
騙
し
て
い
る
こ
と
が
。
（
起
つ
科
）
い
い
わ
、
私
は
　
自
分
で
門
を

た
た
く
し
か
な
い
わ
。

　
　
（
丑
）
貴
髄
様
、
お
掛
け
下
さ
い
。
黒
め
が
門
を
開
け
さ
せ
ま
す
。
（
高
い
声
で
叫
ぶ
科
を
す
る
）
楊
掛
算
様
の
御
到
着
だ
。
門
を
開

　
　
け
ろ
！
　
（
旦
が
坐
る
科
）
（
生
が
上
衣
を
は
お
り
、
侍
従
を
連
れ
て
登
場
し
、
聞
き
耳
を
立
て
る
科
）

【
南
画
眉
序
】
何
事
か
知
ら
ん
が
突
然
大
き
な
声
が
し
て
、
朕
の
眠
り
を
覚
ま
し
お
っ
た
。
（
丑
が
ま
た
叫
ぶ
科
）
楊
白
軍
様
だ
。
早
く

門
を
開
け
ろ
！
　
（
侍
従
）
申
し
上
げ
ま
す
。
貴
妃
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
（
生
が
呆
然
と
す
る
科
）
お
お
、
こ
れ
は
秘
密
が
漏
れ

　
（
注
1
）

た
の
だ
。
さ
て
ど
う
し
た
も
の
か
？
　
（
侍
従
）
こ
の
門
を
開
け
ま
す
か
？
　
（
生
）
待
て
。
（
背
を
向
け
る
科
）
ま
ず
、
梅
妃
を
カ
ー
テ

ン
の
中
に
し
ば
ら
く
隠
し
て
お
く
の
だ
。
（
急
い
で
退
場
）
（
侍
従
が
笑
う
科
）
お
や
、
天
子
様
、
天
子
様
、
黄
金
の
御
殿
に
、
ど
の
よ
う

に
し
て
梅
反
様
を
隠
す
の
で
す
か
？
　
葡
萄
棚
が
急
に
倒
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
貴
善
様
の
嫉
妬
で
酸
っ
ぱ
い
思
い
を
す
る
の
が
恐
い

の
で
す
ね
。
（
生
が
登
場
し
、
ベ
ッ
ド
に
臥
す
科
を
す
る
）
侍
従
よ
、
朕
は
　
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
り
、
枕
に
も
た
れ
て
眠
る
ふ
り
を
す
る

か
ら
、
お
前
は
　
門
を
開
け
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
み

　
　
（
侍
従
）
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
（
門
を
開
け
る
介
を
す
る
）
（
旦
が
ず
か
ず
か
と
入
り
、
生
に
見
え
る
介
）
陛
下
が
御
不
例
と
伺
い
ま

　
　
し
た
の
で
、
特
に
お
見
舞
い
に
参
り
ま
し
た
。
（
生
）
朕
は
偶
々
具
合
が
悪
く
な
り
、
宮
殿
に
行
か
な
か
っ
た
ま
で
の
こ
と
。
わ

　
　
ざ
わ
ざ
塗
樽
が
早
朝
に
見
舞
い
に
来
る
ま
で
も
な
い
。
（
旦
）
陛
下
の
ご
病
気
の
理
由
に
つ
い
て
、
私
に
は
幾
ら
か
察
し
が
っ
き

　
　
ま
す
。
（
生
が
笑
う
介
）
貴
妃
は
何
を
察
し
た
と
い
う
の
だ
？
　
（
旦
）

【
北
出
帖
子
】
恐
ら
く
は
　
恋
の
煩
い
で
、
意
中
の
人
の
た
め
に
病
気
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
（
生
が
笑
う
科
）
朕
は
貴
妃
の
外
に
ど

4
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ん
な
意
中
の
人
が
い
よ
う
？
　
（
旦
）
私
思
い
ま
す
に
、
陛
下
が
こ
れ
ま
で
寵
愛
さ
れ
た
の
は
、
梅
妃
以
外
に
は
い
ま
せ
ん
の
に
、
ど

う
し
て
彼
女
を
召
し
出
し
て
、
陛
下
の
気
掛
か
り
を
な
く
さ
れ
な
い
の
で
す
か
。
（
生
が
驚
く
科
）
や
あ
、
こ
の
女
は
久
し
く
上
陽
宮
の

東
楼
に
遷
し
て
お
る
の
に
、
ど
う
し
て
再
び
召
す
こ
と
が
あ
ろ
う
？
　
（
旦
）
恐
れ
ま
す
の
は
、
花
神
（
明
皇
）
が
こ
っ
そ
り
と
梅
の
小

枝
（
梅
妃
）
を
の
ぞ
き
見
て
、
渇
き
を
癒
そ
う
と
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
（
生
）
聖
人
に
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
気
が
あ
ろ
う
。
（
旦
）
そ
う

で
な
い
の
な
ら
、
ど
う
し
て
陛
下
は
、
一
斜
も
の
真
珠
を
贈
っ
て
、
梅
妃
の
寂
蓼
を
慰
め
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
す
！

　
　
へ
生
）
貴
妃
よ
、
勘
ぐ
ら
な
い
で
お
く
れ
、
寡
人
は
昨
夜
、

【
南
滴
溜
子
】
た
ま
た
ま
具
合
が
悪
く
な
り
、
少
し
休
も
う
と
思
っ
た
だ
け
。
そ
な
た
は
、
聡
明
な
女
性
の
心
理
で
む
や
み
に
邪
推
し
、

理
由
も
な
く
人
を
な
じ
っ
て
い
る
の
で
す
。
（
あ
く
び
を
す
る
科
を
す
る
）
私
は
　
疲
れ
果
て
て
応
答
す
る
の
も
気
だ
る
く
、
会
っ
て
も

話
す
こ
と
も
な
い
。
ど
う
か
車
を
返
し
て
お
く
れ
、
私
は
ぐ
っ
す
り
眠
り
た
い
の
だ
か
ら
。

　
　
（
旦
が
注
視
す
る
科
を
す
る
）
あ
ら
、
ベ
ッ
ド
の
下
に
あ
る
の
は
、
鳳
鳳
を
縫
い
取
っ
た
靴
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
（
生
が
急
い
で

　
　
起
き
上
り
、
覆
い
隠
そ
う
と
す
る
介
を
す
る
）
ど
こ
に
あ
る
の
だ
？
　
（
懐
中
か
ら
予
言
の
か
ん
ざ
し
を
落
す
介
）
（
旦
が
そ
れ
を
拾
っ
て

　
　
見
つ
め
る
介
）
お
や
、
斐
翠
の
か
ん
ざ
し
が
も
う
一
つ
！
　
こ
れ
ら
は
婦
人
が
身
に
着
け
る
物
、
陛
下
は
一
人
斜
な
の
に
、
ど
う

　
　
し
て
こ
ん
な
物
を
お
持
ち
な
の
で
す
か
？
　
（
生
が
恥
じ
る
介
を
す
る
）
ほ
ん
と
に
不
思
議
だ
。
こ
れ
ら
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ

　
　
う
？
　
私
に
も
解
ら
な
い
な
あ
。
（
旦
）
陛
下
が
ど
う
し
て
解
ら
な
い
も
の
で
す
か
？
　
（
丑
が
あ
わ
て
る
そ
ぶ
り
を
し
て
、
一
方
で

　
　
振
り
向
い
て
侍
従
に
低
く
話
す
介
）
や
つ
、
し
ま
っ
た
。
こ
の
か
ん
ざ
し
と
鳳
鳳
の
靴
を
ご
覧
に
な
っ
て
は
、
貴
妃
様
は
追
求
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

　
　
止
め
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
お
前
た
ち
は
早
く
梅
容
射
を
お
連
れ
し
、
こ
っ
そ
り
と
楼
閣
裏
手
の
壁
の
破
れ
目
か
ら
出
て
、
東
楼

　
　
ま
で
お
送
り
す
る
の
だ
。
（
侍
従
）
分
り
ま
し
た
。
（
生
の
背
後
か
ら
退
場
す
る
そ
ぶ
り
）
（
旦
）

【
翌
旦
地
風
】
陛
下
の
御
寝
は
警
備
も
厳
し
く
、
宮
殿
か
ら
も
遠
い
の
に
、
ま
さ
か
神
戸
が
夜
中
に
空
を
飛
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
　
と
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
証
拠
の
品
は
、
い
っ
た
い
誰
が
落
し
た
の
で
し
ょ
う
？
　
（
旦
が
靴
と
か
ん
ざ
し
を
地
面
に
放
り
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投
げ
る
と
、
丑
が
そ
っ
と
拾
う
科
を
す
る
）
（
旦
）
昨
夜
は
誰
が
御
寝
に
侍
っ
た
の
で
す
か
？
　
一
体
ど
の
よ
う
に
　
二
人
は
鳳
園
や
鷺
鳥

の
よ
う
に
仲
む
つ
ま
じ
く
な
り
、
陛
下
は
日
が
高
く
な
っ
て
も
朝
廷
へ
お
出
で
に
な
ら
な
い
の
で
す
か
？
　
事
情
を
知
ら
ぬ
外
の
人
は

皆
、
君
王
を
た
ぶ
ら
か
す
の
は
、
こ
の
愚
か
な
私
だ
と
言
い
ま
す
が
、
実
は
陛
下
が
別
に
歓
楽
の
愛
の
巣
を
お
持
ち
な
の
を
誰
が
知
り

ま
し
ょ
う
。
　
陛
下
、
早
く
朝
廷
へ
お
出
で
下
さ
い
。
私
は
こ
こ
で
お
帰
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
生
）
朕
は
今
日
は
病
気
で
、

朝
廷
に
出
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
（
旦
）
陛
下
が
た
と
え
、
蝶
の
よ
う
に
楽
し
い
夢
を
見
、
波
間
の
鴛
鴛
の
よ
う
に
歓
楽
を
尽
く
し
、
疲

れ
果
て
て
眠
く
て
た
ま
ら
な
い
と
し
て
も
、
あ
の
宮
殿
に
整
列
す
る
群
臣
を
ど
う
し
て
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う

か
！
　
　
（
旦
が
前
に
進
み
、
生
に
背
を
向
け
て
立
つ
科
を
す
る
）
（
丑
が
こ
っ
そ
り
登
場
し
、
生
に
耳
打
ち
す
る
科
）
梅
里
様
は
も
う
帰
ら
れ
ま
し

　
　
た
の
で
、
陛
下
に
は
朝
廷
へ
お
出
ま
し
下
さ
い
。
（
生
が
う
な
ず
く
科
）
貴
妃
も
朕
が
朝
廷
へ
出
る
こ
と
を
勧
め
る
し
、
こ
こ
は
無

　
　
理
を
し
て
も
行
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
高
力
士
、
お
前
は
こ
こ
に
い
て
、
貴
妃
を
送
っ
て
ゆ
く
の
だ
。
（
丑
）
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。

　
　
（
奥
へ
向
か
う
科
）
駕
籠
を
出
せ
い
。
（
奥
で
応
ず
る
科
）
（
生
）
「
風
流
人
は
風
流
で
悩
む
も
の
、
こ
の
悩
み
は
風
流
人
で
な
け
れ
ぼ

　
　
解
ら
ぬ
。
」
（
退
場
）
（
旦
が
坐
る
科
）
高
力
士
、
お
前
は
私
を
う
ま
く
だ
ま
し
た
わ
ね
！
　
お
前
に
尋
ね
る
が
、
こ
の
か
ん
ざ
し
や

　
　
鳳
鳳
の
靴
は
い
っ
た
い
誰
の
も
の
な
の
？
　
（
丑
）

【
南
滴
滴
金
】
五
心
に
は
ど
う
か
む
や
み
に
お
怒
り
に
な
ら
ず
に
。
私
思
い
ま
す
に
、
天
子
は
正
妃
様
の
　
わ
が
ま
ま
を
何
で
も
聞
い

て
下
さ
っ
て
、
真
に
稀
有
の
こ
と
で
す
。
今
日
の
こ
の
か
ん
ざ
し
や
鳳
鳳
の
靴
に
つ
い
て
も
、
か
り
に
梅
醤
と
の
旧
愛
が
復
活
し
た
の

で
な
く
、
天
子
が
後
宮
の
新
し
い
妃
を
寵
愛
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
も
、
貴
早
期
は
、
ひ
た
す
ら
知
ら
な
い
ふ
り
を
さ
れ
る
べ
き
な
の

に
、
ど
う
し
て
、
こ
う
あ
れ
こ
れ
と
詮
索
を
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
！
　
こ
れ
は
努
め
の
勝
手
な
口
出
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
の
朝

廷
の
百
官
は
誰
一
人
と
し
て
妾
を
持
っ
て
い
な
い
者
は
お
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
畏
れ
多
い
天
子
に
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
こ
の
一
夜
の

こ
と
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
（
旦
）

5
0



【
北
四
門
子
】
お
や
、
こ
れ
は
　
私
が
天
子
の
御
寝
に
他
人
が
侍
る
の
を
許
さ
ず
、
私
の
度
量
が
ひ
ど
く
小
さ
い
こ
と
を
言
う
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
理
解
で
き
な
い
の
は
、
天
子
が
陰
に
日
に
私
を
欺
か
れ
、
こ
と
さ
ら
に
私
を
偽
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
（
丑
）

天
子
様
が
貴
妃
様
に
う
そ
を
つ
か
れ
た
の
は
、
貴
愚
心
が
お
怒
り
に
な
ら
ぬ
様
に
で
あ
っ
て
、
決
し
て
他
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
旦
）

も
し
、
私
の
い
ら
だ
ち
を
恐
れ
る
た
め
な
ら
ば
、
彼
女
（
梅
妃
）
を
迎
え
入
れ
る
の
を
や
め
て
ほ
し
い
の
で
す
。
一
体
ど
う
し
て
、
愚

か
な
浮
雲
（
天
子
）
は
別
の
峰
（
梅
妃
）
の
方
へ
漂
い
流
れ
よ
う
と
す
る
の
で
し
ょ
う
。
梅
妃
を
　
捨
て
る
と
見
せ
か
け
て
、
こ
っ
そ

り
と
召
し
出
す
な
ど
、
そ
の
心
変
わ
り
は
ま
っ
た
く
分
ら
な
い
わ
。

　
　
（
涙
を
手
で
お
お
っ
て
坐
る
科
を
す
る
）
（
老
旦
が
登
場
）
朝
早
く
起
き
る
と
、
貴
妃
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
。
き
っ
と
こ
の
翠
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
み

　
　
閣
の
中
で
し
ょ
う
。
中
に
入
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
（
中
に
入
っ
て
旦
に
見
え
る
科
を
す
る
）
あ
っ
、
貴
過
様
、

【
意
義
老
催
】
ど
う
し
て
涙
を
な
が
し
、
お
し
黙
っ
て
一
人
坐
り
、
暗
い
表
情
な
の
で
し
ょ
う
？
　
（
丑
に
尋
ね
る
介
）
高
さ
ん
、
一
体

誰
が
貴
妃
様
の
わ
が
ま
ま
な
気
性
に
触
れ
た
の
で
す
か
？
　
（
丑
が
低
い
声
を
出
す
介
）
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
（
こ
っ
そ
り
か
ん

ざ
し
と
鳳
鳳
の
靴
を
取
り
出
し
て
、
老
舗
に
見
せ
る
介
）
貴
妃
様
は
こ
の
二
つ
の
物
を
御
覧
に
な
っ
て
、
お
怒
り
に
な
っ
た
の
で
す
。
（
老

健
が
笑
っ
て
、
低
い
声
で
尋
ね
る
介
）
そ
の
人
（
梅
妃
）
は
今
ど
こ
に
？
　
（
丑
）
と
っ
く
に
帰
ら
れ
ま
し
た
。
（
老
旦
）
天
子
様
は
？

（
丑
）
朝
廷
へ
お
出
で
で
す
。
　
永
新
ざ
ん
、
あ
ん
た
は
良
い
と
こ
ろ
へ
来
た
。
貴
妃
様
に
宮
殿
へ
帰
ら
れ
る
よ
う
に
勧
め
て
下
さ
い
。

（
縫
帯
〉
分
り
ま
し
た
。
（
旦
の
方
を
振
り
向
く
介
）
垂
垂
様
、
眉
間
に
し
わ
を
寄
せ
、
涙
を
滲
ま
せ
て
お
悩
み
に
な
り
ま
せ
ぬ
様
。
朝
食

も
ま
だ
で
す
の
に
、
朝
は
と
っ
く
に
過
ぎ
ま
し
た
。
ど
う
し
て
大
切
な
玉
体
を
痛
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
？
　
ど
う
か
　
早
く
宮

殿
に
お
帰
り
に
な
り
、
楽
し
く
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。

　
　
（
奥
で
）
天
子
様
の
御
到
着
。
（
旦
が
立
ち
上
が
る
介
）
（
生
が
登
場
）
「
彼
女
が
媚
び
る
と
こ
の
上
な
く
愛
ら
し
い
。
情
愛
が
深
け
れ

　
　
ば
嫉
妬
も
深
い
も
の
。
ま
ず
は
私
の
誠
意
で
も
っ
て
、
眼
前
の
彼
女
を
慰
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
」
寡
人
は
、
昨
夜
は
梅
妃
と
楽

　
　
し
く
過
ご
そ
う
と
し
て
、
逆
に
至
貴
妃
を
怒
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。
貴
妃
を
叱
ろ
う
と
し
て
も
、
貴
妃
に
私
の
梅
妃
へ
の
偏
愛
を
言
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わ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
こ
こ
は
た
だ
我
慢
す
る
し
か
な
い
。
高
力
士
、
楊
貴
妃
は
ど
こ
に
い
る
？
　
（
丑
）
ま
だ
好
劇
に
お
ら
れ

　
　
ま
す
。
（
草
場
と
丑
が
こ
っ
そ
り
退
場
）
（
生
が
旦
に
会
い
、
旦
は
背
を
向
け
て
立
ち
、
黙
っ
て
涙
を
手
で
お
お
う
介
を
す
る
）
（
生
）
お

　
　
お
、
貴
妃
よ
、
ど
う
し
て
顔
を
お
お
っ
て
何
も
言
わ
ぬ
の
だ
？
　
（
旦
が
応
じ
な
い
介
、
生
が
笑
う
介
）
貴
妃
よ
、
怒
る
の
を
や
め

　
　
て
、
朕
と
一
緒
に
華
苺
楼
へ
花
見
に
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。
（
旦
）

【
北
水
仙
子
】
お
、
お
、
お
尋
ね
し
ま
す
が
、
華
募
楼
の
艶
や
か
な
花
（
楊
貴
妃
）
は
、
楼
東
の
美
し
い
花
（
梅
妃
）
に
及
ば
な
い
と
で

も
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。
う
、
う
、
梅
の
花
が
春
に
先
ん
じ
て
開
花
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
緑
葉
の
楊
柳
（
楊
貴
妃
）
を
纏
う

必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
（
生
）
貴
妃
を
思
う
朕
の
本
心
を
、
ま
さ
か
貴
命
は
解
ら
ぬ
の
で
は
あ
る
ま
い
な
？
　
（
旦
）
ど
、
ど
、
ど
う

か
そ
の
本
心
を
、
な
じ
み
の
梅
妃
に
お
向
け
下
さ
い
ま
せ
。
そ
う
す
れ
ば
、
私
は
人
に
薄
情
者
と
言
わ
れ
ず
に
す
み
ま
す
。
（
脆
く
科
）

お
願
い
で
す
。
陛
下
、
お
聞
き
届
け
下
さ
い
。
（
生
が
助
け
お
こ
す
科
）
話
が
あ
る
の
な
ら
、
立
っ
て
話
す
が
よ
い
。
（
旦
が
泣
く
科
）
私

は
何
の
取
り
柄
も
あ
り
ま
せ
ん
の
に
、
誤
っ
て
陛
下
の
御
寵
愛
を
蒙
り
ま
し
た
。
も
し
私
が
早
々
に
身
を
引
か
な
い
と
、
悪
い
噂
が
広

ま
り
、
不
測
の
事
態
を
招
い
て
、
君
徳
を
損
な
う
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
益
々
罪
深
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
は
幸
い
に
天
寵
が
ご

ざ
い
ま
す
う
ち
に
、
ど
う
か
私
め
を
追
放
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
陛
下
は
他
人
（
梅
妃
）
を
大
切
に
さ
れ
て
、
私
の
こ
と
な

ど
御
放
念
下
さ
い
ま
せ
。
（
泣
い
て
拝
す
る
科
）
て
、
て
、
天
の
よ
う
に
高
か
っ
た
こ
れ
ま
で
の
君
恩
に
お
い
と
ま
致
し
ま
す
。
（
か
ん

ざ
し
と
小
箱
を
出
す
科
）
こ
の
か
ん
ざ
し
と
小
箱
は
陛
下
が
結
婚
の
証
に
賜
っ
た
物
、
今
日
そ
っ
く
り
陛
下
に
お
返
し
申
し
上
げ
、
て
、

て
、
天
子
の
心
底
か
ら
の
深
情
を
そ
っ
く
り
お
返
し
申
し
上
げ
ま
す
。
（
生
）
こ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ
？
　
（
旦
）
も
、
も
、
も
は
や
古

い
恩
賜
の
品
な
ど
必
要
あ
り
ま
せ
ん
し
、
私
は
天
子
の
恩
寵
を
受
け
る
に
値
し
ま
せ
ん
。

　
　
（
旦
が
む
せ
び
泣
き
、
生
が
助
け
起
こ
す
科
）
公
妃
よ
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
だ
？
　
朕
と
そ
な
た
の
二
人
は
、

【
南
双
声
子
】
互
い
に
仲
睦
ま
じ
く
、
互
い
に
仲
睦
ま
じ
く
、
百
年
連
れ
添
っ
て
も
足
り
な
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
、

そ
れ
が
ど
う
し
て
、
訳
も
な
く
二
人
が
分
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
全
て
は
朕
の
間
違
い
、
全
て
は
朕
の
間
違
い
、
ど
う
か
怒
ら
ず
に
、
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い
と

ど
う
か
怒
ら
ず
に
。
（
笑
っ
て
旦
を
の
ぞ
く
介
）
そ
な
た
の
　
し
か
め
た
眉
と
涙
顔
を
見
る
と
、
益
々
愛
お
し
く
な
る
。

　
　
貴
妃
よ
、
か
ん
ざ
し
と
小
箱
を
元
の
よ
う
に
し
ま
う
が
よ
い
。
花
を
見
に
行
け
な
い
の
な
ら
、
朕
は
そ
な
た
と
西
宮
へ
行
っ
て
お

　
　
話
し
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
（
旦
）
陛
下
が
私
を
お
捨
て
に
な
ら
ぬ
の
な
ら
、
私
は
何
も
申
し
上
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
か

　
　
ん
ざ
し
と
小
箱
と
を
袖
に
し
ま
い
、
生
に
福
礼
を
す
る
科
）

【
北
尾
殺
】
か
ん
ざ
し
と
小
箱
と
を
取
り
出
し
て
再
び
し
ま
い
込
む
。
蓮
の
花
模
様
の
中
富
の
中
で
、
今
宵
あ
の
新
婚
の
情
愛
を
重
ね

て
味
わ
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
（
生
が
旦
を
連
れ
て
共
に
退
場
）
（
丑
が
再
び
登
場
）
天
子
は
貴
真
像
と
一
緒
に
宮
殿
に
帰
ら
れ
た
。
い
ま
私
は
、
こ
の
か
ん
ざ
し
と

　
　
鳳
鳳
の
靴
を
梅
妃
様
に
お
返
し
に
行
こ
う
。

梅
妃
の
い
る
翠
華
閣
に
、
柳
の
若
芽
が
と
り
ど
り
に
芽
吹
い
た
こ
ろ
あ
い
、

折
り
よ
く
君
王
の
御
車
が
来
て
、
逗
留
し
て
い
る
。

だ
が
、
楊
貴
妃
の
嫉
妬
の
深
さ
を
ど
う
し
て
知
ろ
う
、

そ
の
嵐
は
天
子
を
大
い
に
悩
ま
し
て
、
ま
だ
止
ま
な
い
。

司
馬
　
札

銭
　
　
起

段
　
成
式

羅
　
　
隠

　
　
注

（
1
）
原
文
「
春
光
漏
泄
」
…
杜
甫
「
騰
日
」
詩
に
、
「
侵
陵
雪
色
還
萱
草
、
漏
泄
春
光
有
柳
島
」
と
。

（
2
）
原
文
「
愴
従
閣
筆
塗
壁
払
出
」
…
「
破
壁
」
の
意
、
塩
谷
国
訳
本
、
察
氏
通
俗
注
釈
本
と
も
に
「
壁
を
破
っ
て
」
の
意
に
解
す
る
が
、

　
　
こ
こ
の
緊
急
場
面
の
情
況
に
合
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
密
会
の
楼
閣
裏
手
の
「
破
れ
た
壁
」
と
解
す
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

　
　
蘇
輯
の
「
過
広
愛
寺
～
」
詩
に
、
「
破
壁
憾
鐘
音
」
と
。
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第
二
十
餉
　
　
偵
　
　
報

5
4

　
　
（
外
が
、
中
隊
長
に
扮
し
た
末
や
、
刀
や
棍
棒
を
持
っ
た
薬
名
の
雑
兵
を
連
れ
て
登
場
）
「
我
ら
は
辺
境
で
堅
固
な
城
を
守
っ
て
い
る
が
、

　
　
安
禄
高
の
い
る
辺
防
の
情
況
を
聞
い
て
実
に
驚
い
て
い
る
。
た
め
に
、
私
は
国
を
憂
え
る
あ
ま
り
、
白
髪
が
何
本
も
増
え
て
し

　
　
ま
っ
た
。
」
本
官
は
郭
子
儀
、
皇
恩
に
よ
っ
て
霊
武
太
守
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
以
前
に
、
長
安
で
安
諸
山
の
顔
に
叛
逆

　
　
の
相
が
あ
る
の
を
見
て
、
彼
奴
が
悪
計
を
た
く
ら
ん
で
い
る
の
が
解
っ
た
。
と
こ
ろ
が
思
わ
ぬ
こ
と
に
、
天
子
は
彼
に
萢
陽
の
鎮

　
　
護
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
虎
を
野
に
放
つ
よ
う
な
も
の
。
加
え
て
天
子
は
そ
の
大
将
を
蕃
族
に
取
り
換
え
る
こ
と
を
許
可
さ

　
　
れ
た
の
で
、
や
つ
は
ま
す
ま
す
爪
を
研
ぎ
す
ま
し
て
い
る
。
本
官
は
天
徳
軍
使
に
昇
任
し
て
以
来
、
日
夜
こ
の
こ
と
を
憂
え
て
い

　
　
ま
す
。
こ
こ
霊
武
は
、
天
子
の
お
膝
元
の
要
地
で
あ
る
の
で
、
厳
重
に
守
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
す
で
に
斥
候
を
出
し

　
　
て
、
萢
陽
の
動
静
を
探
り
に
行
か
せ
た
。
斥
候
が
帰
っ
て
来
れ
ば
情
況
が
分
る
で
あ
ろ
う
。
（
小
生
が
斥
候
に
扮
し
、
紅
旗
を

　
　
持
っ
て
登
場
）

【
双
調
夜
行
船
】
私
は
流
れ
星
や
稲
妻
の
よ
う
に
早
く
駆
け
、
辺
塞
の
情
況
を
探
る
。
急
い
で
萢
陽
を
離
れ
た
か
と
思
う
と
、
早
や
こ

こ
霊
武
に
や
っ
て
来
た
。
（
前
に
進
み
出
て
外
に
会
い
、
片
ひ
ざ
を
つ
い
て
挨
拶
す
る
科
）
太
守
様
へ
　
雷
の
よ
う
な
大
声
で
ご
挨
拶
致
し

ま
す
。

　
　
（
外
）
斥
候
よ
、
帰
っ
て
来
た
か
。
（
小
生
）
私
は
コ
肩
に
”
令
”
字
を
書
い
た
紅
旗
を
に
な
い
、
昼
夜
風
の
よ
う
に
速
く
走
り
ま

　
　
し
た
。
私
が
そ
う
し
て
探
り
得
た
辺
境
の
種
々
の
情
報
を
、
全
て
太
守
様
へ
御
報
告
し
ま
す
。
」
（
外
）
門
を
閉
め
よ
。
（
衆
が
門
を

　
　
閉
め
る
科
を
し
て
退
場
）
（
外
）
斥
候
よ
、
お
前
が
探
っ
た
安
禄
山
軍
の
情
況
は
ど
う
だ
？
　
兵
力
は
ど
ん
な
だ
？
　
近
く
に
寄
っ

　
　
て
、
仔
細
に
私
に
聞
か
せ
よ
。
（
小
生
）
太
守
様
、
お
聞
き
下
さ
い
。
私
め
が
萢
陽
に
着
き
ま
す
と
、

【
喬
木
魚
】
槍
や
刀
が
雪
の
よ
う
に
白
く
輝
き
、
騎
兵
が
兵
営
に
び
っ
し
り
と
並
ん
で
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
彼
ら
の
号
令
は
ま
る



で
山
の
よ
う
に
響
き
、
鬼
神
を
も
驚
か
す
ほ
ど
で
す
。
彼
ら
が
朝
廷
の
天
子
を
敬
う
こ
と
な
ど
ど
う
し
て
あ
り
ま
し
ょ
う
。
彼
ら
は
た

だ
安
禄
山
将
軍
の
威
令
を
外
に
誇
り
た
い
だ
け
な
の
で
す
。

　
　
（
外
）
安
禄
山
の
や
つ
は
、
辺
塞
で
は
近
頃
ど
ん
な
様
子
だ
？
　
（
小
生
）

【
主
査
和
】
や
つ
は
天
子
に
お
願
い
し
て
、
漢
族
の
将
軍
を
更
迭
し
て
蕃
族
の
将
軍
に
取
り
替
え
、
四
方
に
　
腹
心
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
毎
日
の
よ
う
に
　
馬
を
走
ら
せ
弓
を
ひ
い
て
狩
り
を
し
、
軍
の
威
勢
を
高
め
、
高
め
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
外
）
ほ
か
に
ど
ん
な
動
き
が
あ
る
か
？
　
（
小
生
）

【
落
梅
花
】
彼
奴
の
動
静
は
　
測
り
が
た
く
、
腹
黒
く
て
　
邪
悪
の
限
り
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
蕃
将
ど
も
を
誘
っ
て
密
か
に
結
託
し
、

天
下
の
亡
命
者
を
も
こ
っ
そ
り
招
集
し
て
お
り
、
そ
の
巣
窟
内
は
な
ら
ず
者
で
一
杯
で
す
。

　
　
（
外
が
驚
く
科
）
や
あ
、
そ
ん
な
事
が
！
　
し
か
し
、
朝
廷
に
は
そ
の
事
に
つ
い
て
上
奏
す
る
人
が
い
な
い
訳
で
は
あ
る
ま
い
に
。

　
　
（
小
生
）
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
一
カ
月
前
に
京
都
で
、
あ
る
人
が
安
五
山
の
謀
叛
に
つ
い
て
上
奏
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
天
子
は

　
　
密
か
に
使
者
を
苑
陽
に
や
っ
て
動
静
を
探
ら
せ
ま
し
た
が
、
あ
の
安
寺
山
は
使
者
に
会
う
と
、

【
風
入
松
】
十
分
に
　
注
意
を
し
て
礼
儀
正
し
く
し
、
自
ら
愚
鈍
を
装
い
、
金
品
を
ば
ら
ま
い
て
、
そ
の
悪
計
を
隠
し
通
し
ま
し
た
。

使
者
の
宣
官
を
だ
ま
し
て
心
か
ら
満
足
さ
せ
た
の
で
、
使
者
は
朝
廷
へ
の
報
告
で
そ
の
謀
叛
の
様
子
を
隠
蔽
し
た
の
で
す
。
そ
れ
で
天

子
は
い
よ
い
よ
安
禄
山
を
信
じ
て
疑
わ
ず
、
却
っ
て
謀
叛
を
告
発
し
た
者
を
華
氏
山
軍
へ
送
っ
て
処
罰
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
彼
奴

は
横
行
の
し
放
題
、
誰
が
一
体
敢
え
て
そ
の
事
を
口
に
出
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
（
外
が
嘆
く
介
）
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ど
う
ず
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
。
（
小
生
）
先
日
、
楊
丞
相
が
上
奏
さ
れ
、
安
禄
山
の
謀
叛
は

　
　
明
白
で
あ
る
の
で
、
極
刑
を
下
さ
れ
る
よ
う
に
天
子
に
申
し
上
げ
ま
し
た
。
あ
の
詳
言
山
は
、
こ
の
上
奏
文
を
見
る
や
、

【
擾
不
断
】
足
は
も
つ
れ
、
た
め
息
を
つ
き
、
心
中
び
く
び
く
お
ど
お
ど
し
て
い
ま
し
た
が
、
思
い
が
け
ず
、
勅
旨
に
は
、
安
禄
山
が

誠
実
で
あ
っ
て
、
楊
丞
相
も
疑
念
を
抱
く
に
は
及
ば
な
い
と
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
こ
の
こ
と
を
聞
く
と
、
す
ぐ
さ
ま
呵
呵
と
大
笑
し
、
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「
倭
臣
が
こ
の
俺
を
ど
う
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
俺
は
誓
っ
て
君
側
の
好
臣
を
職
滅
し
、
怒
り
も
猛
々
し
く
、
こ
の
怨
み
を
晴
ら
し

て
や
る
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
外
）
や
つ
、
彼
奴
が
君
側
の
好
を
除
く
だ
と
？
　
こ
れ
は
謀
叛
で
な
く
て
何
だ
？
　
待
て
、
楊
丞
相
の
上
奏
文
は
ど
う
し
て
官

　
　
報
に
な
い
の
だ
？
　
（
小
生
）
こ
れ
は
密
奏
な
の
で
、
も
と
も
と
副
本
は
作
り
ま
せ
ん
。
た
だ
楊
丞
相
が
君
道
山
を
そ
そ
の
か
し

　
　
て
早
く
謀
叛
を
起
こ
さ
せ
る
た
め
に
、
特
別
に
軍
報
で
副
本
を
送
付
さ
せ
た
の
で
す
。
（
外
が
怒
る
科
）
え
い
、
外
に
は
謀
叛
の
節

　
　
度
使
、
内
に
は
好
臣
の
丞
相
か
。
全
く
人
を
激
怒
さ
せ
る
も
の
よ
。
（
小
生
）
私
が
更
に
聞
い
た
も
の
で
、
安
雪
山
が
近
日
兵
馬

　
　
を
献
上
す
る
一
件
は
、
も
っ
と
重
大
で
す
。

【
離
亭
宴
歌
拍
殺
】
奴
は
も
と
か
ら
、
狼
の
本
性
を
あ
ら
わ
に
し
て
、
密
計
を
た
く
ら
ん
で
い
ま
す
。
馬
を
献
上
す
る
と
い
う
名
目
に

か
こ
つ
け
、
勢
力
を
た
の
ん
で
強
奪
す
る
つ
も
り
で
す
。
（
外
）
馬
を
献
上
す
る
だ
と
？
　
も
っ
と
詳
し
く
説
明
し
ろ
。
（
小
生
）
や
つ

は
何
千
年
に
上
奏
さ
せ
、
献
上
馬
三
千
匹
、
各
馬
に
武
装
兵
士
二
名
と
御
者
二
名
、
馬
飼
い
一
名
が
付
き
、
合
計
三
×
五
の
一
万
五
千

人
が
馬
を
護
送
し
て
入
京
す
る
事
を
上
奏
し
ま
し
た
。
そ
の
道
中
の
　
猛
々
し
い
兵
士
と
暴
れ
馬
の
騒
々
し
い
行
列
を
、
ど
う
し
て
防

ぎ
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
こ
ん
な
乱
暴
な
一
団
は
鎮
圧
も
で
き
ず
、
誰
も
そ
れ
を
阻
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
粗
暴

な
兵
士
が
都
に
入
り
、
野
性
の
荒
馬
が
宮
城
に
至
れ
ば
、
長
安
は
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
（
外
が
驚
く
科
）
お
お
っ
、
し
ま
っ
た
。

こ
の
計
略
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、
長
安
が
危
な
い
そ
。
（
小
生
）
こ
の
上
奏
文
は
朝
廷
へ
進
上
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
陛
下
の
御
裁
可

を
得
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
安
禄
山
は
、
明
白
に
天
子
を
欺
き
、
悪
だ
く
み
を
め
ぐ
ら
し
、
危
険
な
罠
を
仕
組
ん
で
い
ま
す
。
荒
馬
は

野
放
し
に
で
き
ず
、
狼
の
本
性
は
抑
え
難
い
も
の
、
や
が
て
彼
奴
の
い
る
落
陽
か
ら
の
攻
め
太
鼓
が
響
い
て
来
ま
し
ょ
う
。
太
守
様
、

朝
廷
方
の
準
備
が
整
う
の
を
待
っ
て
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
め
は
、
紅
旗
を
ひ
ら
め
か
せ
な
が
ら
探
偵
し
、
今
後
更
に
報
告
を
し
ま

す
。　

　
（
外
）
分
っ
た
。
卿
へ
の
褒
美
に
酒
が
め
と
羊
一
頭
、
銀
五
十
両
を
取
ら
せ
、
一
月
の
仕
事
を
免
ず
る
。
下
が
っ
て
よ
い
。
（
小
生

5
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が
叩
頭
す
る
科
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
外
）
者
ど
も
、
門
を
開
け
よ
。
（
衆
が
応
じ
て
登
場
し
、
門
を
開
け
る
科
）
（
小
生
が

退
場
）
（
外
）
将
軍
よ
。
（
末
が
応
じ
る
科
）
（
外
）
兵
隊
ど
も
に
伝
え
よ
。
明
日
練
兵
場
で
軍
事
演
習
を
行
な
い
、
そ
の
あ
と
酒
宴

を
ひ
ら
い
て
慰
労
す
る
予
定
で
あ
る
と
。
（
末
）
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
（
先
に
退
場
）

（
外
）

（
外
）

安
禄
山
の
漁
陽
の
動
静
を
探
っ
た
数
騎
の
使
者
の
報
告
で
は
、

安
禄
山
は
既
に
八
陣
の
陣
形
を
整
え
、
風
雲
急
を
告
げ
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
れ
が
し
郭
古
儀
の
胸
中
に
は
、
辺
境
安
定
の
為
の
秘
策
が
あ
り
、

官
軍
の
軍
令
が
厳
格
に
ゆ
き
わ
た
る
中
、
何
度
も
酒
杯
を
挙
げ
る
。

杜
　
　
牧

劉
　
禺
錫

曹
　
　
唐

杜
　
　
甫
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